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 2023年4月、ムラのミライは設立30年を迎えました。ここまで続けてこられたのも、ひとえに皆さまのご支援あって

のことです。心より感謝申し上げます。 この間、世界情勢も個々人のライフスタイルも大きく変化し、日本など先進国

とインドやネパールなどのいわゆる開発途上国との関係も変わりました。そうした中、ムラのミライにとっての最も大

きな出来事は、メタファシリテーション手法の成立ではないでしょうか。人々と実質を伴った対話をしながら、そうした

変化に対応していくための道具を手に入れたからです。 

 その普及や改良には、和田と中田以外のスタッフも本格的に関わるようになり、今や担い手は完全に次の世代に

移りました。その過程で、組織を大きくしていくより、手法の普及と実践を担える人材を増やし、それをもって社会に

貢献するという方針も立てられました。 

 2022年度は、上半期に「メタファシリテーション」の商標登録が成り、講座、教材づくり、検定試験、認定トレーナー

養成研修の準備が進んだことにより、メタファシリテーションを正確に伝えられる人を増やすための環境づくりがひ

とまず完成しました。2023年度はそれを土台に、活動を本格化していくことになります。 

 資金的には、単年度の助成金や場当たり的な委託金によって組織を維持発展させる道ではなく、メタファシリテー

ションの普及を通した自主事業や提携事業によって活動経費を作ることをさらに試みます。いばらの道であることは

骨身にしみてわかっていますが、本年度をその実現を目指して新たな一歩を踏み出す年にしたいと考えています。 

 セネガル事業は形式的には単年度ですが、実質的には、必要に応じて、資金援助を数年単位で継続してもらえる

ようになっているのはありがたいことです。本年度はその1単位の3年目に当たりますが、ニュースレター2022年10

月号と2023年3月号でお伝えしたように、ここにきて新たな展望が大いに開けつつあります。何よりも現地人材の

育成が進んでいて、順調に行けば、その次の数年間で農民リーダーたちに本格的な活躍の場が設けられるはずで

す。  

 国内組織に目を向ければ、2023年度からは固定的な事務所を持たないことになりました。コロナ禍前から徐々に

このような形になって行き、西宮の事務所も最低限の機能を除き、物理的にはほぼ引き払いました。結果として、多

様な働き方ができるようになったのは喜ばしいことです。かくいう私も娘夫婦の住む岩手県の農村に移住することを

計画していますが、そうなってもムラのミライの活動から離れなくて済むのは実にありがたいことです。 

 他方、スタッフや主要活動メンバーが直接顔を会わせる機会が激減しているのは、まったく好ましいことではありま

せん。対処策としては、個々の活動に際して、複数の関係者が集える機会を増やすつもりです。それができれば、皆

さまとも、コロナ禍以前のようにまたわいわいがやがやとやり取りできます。この点でも皆さまのご協力を必要として

います。引き続きどうかよろしくお願い申し上げます。 

                      

Report1  

2022年度総括および2023年度の展望について  

中田 豊一  

ムラのミライ代表理事 
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 Report2 地域開発及び地域自立支援に係る事業  

セネガル ンブール県農村部での循環型 

持続可能な農業普及拠点構築事業    

期 間 2023年3月30日～2024年3月29日（3年プロジェクトの3年目）  

場 所 セネガル共和国ティエス州ンブール県ンゲニエーヌ行政村 

協働者 アンテルモンド(Intermondes) *セネガルのNGO/NPO 

協力者 外務省「日本NGO連携無償資金協力」  

事業の背景・概要 

2022年度の活動内容と成果 

モデル農場の栽培圃場の整備  

 家畜飼料となる植物の栽培や、連作障害を避けた 

方法での野菜栽培を継続しています。栽培には農場の

家畜の糞を利用したコンポストを使い、資源を循環させ

る農業が定着しつつあります。 

モデル農場内の施設の整備   

 コンポストを確保するための家畜小屋と大鶏舎、小鶏舎の建設をしました。また雨季の雨水を有効活用するための 

貯水池と雨水貯水槽を設置しました。農業用水を節約するために、果樹ゾーンと野菜栽培ゾーンに渡って農場内の 

井戸から水を引いたドリップ灌漑設備を配置しました。  

指導員養成研修のための教科書作成   

 指導員養成研修を2回実施し、6つの村から約30名の村人が参加しました。第1回では、植物が土中の水を吸収 

する水の循環メカニズムを学ぶことで、農業における水やりの量や頻度を計算するための基礎知識を得ました。 

第2回では、事業地で広がる深刻な塩害のメカニズムと対策について学びました。これらの研修を踏まえ、研修内容

を盛り込んだ教科書（フランス語、ウォロフ語）を作成しました。  

 セネガルでは、近代農業の普及や人口増加に伴い自然環境、特に水や土壌に大きな負荷がかかり、農業を継続

するのが困難となった青年たちが農村から都市へと移動してしまう状況がありました。そこで、2017年から3年間

実施した先行事業では、こうした農村部の青年を対象に、地域の資源を最大限に節約また活用して、効率よく農業

ができるように、農業の基本となる水と土を軸にした研修を行いました。3年間で、若者たちは節水の知識や技術や

植物の特性に基づいた栽培計画など、農業経営の大枠について理解することができました。しかし、彼らのこれまで

の経験とは異なる持続可能な農業実践のモデルとなる農家がないこと、また研修に参加した青年だけでは家族の

農業方針を変えるのが難しいという課題が残りました。そこで、第2フェーズとして、農民たちがこうした農業を実践

する際に参照できる「モデル農場」を作り、その場所で、対象者を青年に限らず、家族経営の農家が実践可能な内

容の研修を行うこととしました。これまでに研修を受けてきた青年たちを中心に指導員を養成することで、実践の場

を、モデル農場だけにとどめず村へと広げていくことを目指しています。また、村での実践者が増えることで、将来的

に村全体の自然環境が回復していくことも期待しています。  
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 日本国際協力財団のNGO/NPOへの助成事業において、「支援者と受益者」という関係性が恒常化してしまい、

それが地域住民の自立や自主的な行動を阻んでしまっていることが顕著だと感じ取っていた財団の担当者が、メタ

ファシリテーション講座を受講しました。そして、その状態を打破し、NGO/NPOが地域住民に適切な働きかけを行っ

ていけるようになるために、座学・現地研修・コンサルテーション等を行う本事業を立ち上げました。  

Report3 人材育成および研修生受け入れに係る事業  

住民主体型プロジェクト形成のための 

メタファシリテーション基礎    

事業の背景・概要  

ѻ ѕ ᴘ ? ᴘ  

Ὼ ᾒ GŬƵƫŦƵH  

ẇͽ  ḊṔӣ  

ӣ   GᶀṙH ḊṔӣ ṙ S ᾝ→ →  ỎԃTי

活動内容と成果 

基礎講座（上半期）  

 ƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵᶼḹŻƈƅƙρĚŘÕš ḊṔӣ ĽᵅῺĺḀŞĪĮỎ š ēĵỸẴĦ ϧ

ᶼḹĽѕĺľẇͽἐỡ⁬ĽᵅῺĶỸ◐ĦĵŎŚѻѕš╚ĠōĦĮ! 

コンサルテーション（下半期）   

 ρ đĮřρερỖѕ υεšῲᵊĺỸẴĦōĦĮ!Ĭśĭś ĶĽӡ ủĽ →œŭŨƵ

Ɓ:Ɠ:ƊķĽœřἨř ὡ ŇĽ ĜἨřĹĸ ᵌ ĽỎ ĺĳēĵŵ:ƃƵŲĦōĦĮ! ėĿὡ

ŇĽŦƵƁƕƧ:ĺїĨŚŵƵŷƭƈ:ŹƩƵĶľ ŦƵƁƕƧ:᷆ Ľᴩ šᶺē ꞈἪĽᶳėœͣ

đŚēľ$זּ ĦĮε š˰ĜὶĨỷ šỎỸỷ ĺ ĜиėĮř ỷ ĬĽőĽšṦᾤĦĮřķ ᷆

Ľ ᶟšĦĵỸ◐ĺ ŎōĦĮ! 

 

 講師から「誰に、何を見せたか」「いつ、誰から、何を聞いたか」などの指摘を何度も重ねる事で、住民主体の事業

形成を阻害する、無意識での「上から目線」や「情報の非開示・非共有」「アイデアの押し付け」に意識的になり、 

気づいて改める参加者も少なからずいました。現地に渡航できずオンラインで現地スタッフとやりとりしなければい

けない場合でも的確な指示を出せるようになったり、現地スタッフからの報告を事実とそれ以外に分けて把握できる

ようになったりと、全ての参加団体が、事実をもとに住民主体の事業を形成していく第一歩を踏み出すことができま

した。希望者にはメタファシリテーション検定試験による習熟度チェックも取り入れ、技術の定着を確認できました。 

ẇͽ Ľ∞ 

学校給食に関する事業で、給食費集金や運営委員の会議の連絡など、全てにおいて私たちがやるのが当然のように思っていたが、私

たちの役割は学校や運営委員会が「主体的に動くのを待つこと」という事に気付き、主体的に動くためにも私たちは母親や子どもたち

から事実を聞き出していかねばならないということを意識的にするようになった。また、私たちは現状を知っていると思い込んでいたが、

事実質問でインタビューすると知らなかったことがあれこれと出てきて、日本にいる間もオンラインでカウンターパートのスタッフにも具

体的に指示を出すことができるようになった 。 

緊急人道支援の現場でも事実質問を使って聞いていくと、避難民の方々がどこで支援に関する情報を得ているのか、情報ネットワーク

のツールなどが浮かび上がってきて、通常の事業に限らず事実質問が活用できることを実感した。また、自団体のスタッフにも手法を

共有し、自己練習をしていく予定。  
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期間  2021年4月～2022年8月（集合研修6回、コーチング6回、成果報告会1回）   

参加者 NGO15団体28名、オブザーバー参加2名（JICA東京、JICA九州） 

場所  オンライン、東京 

協力  JICA「NGO 等提案型プログラム」 

事業の背景・概要  

 住民主体やエンパワーメントを単なる言葉ではなく実体を伴うものとするためには、それらが何を指すのかを計画

段階で明確化し、その実現の道筋と方法を計画の中にしっかりと組み込んだ上で実施する必要があります。 

そのための方法論であるメタファシリテーションを実務レベルで習得し、活動に反映させたいという声を受けて、 

この連続研修を企画しました。 

  

連続研修「NGOによる住民主体型プロジェクト 

形成・実施のための方法論と技能」     

活動内容と成果 

ᴮὂķŵ:ƃƵŲš♯ŎḀŞĪĵỸẴ 

 ὡ ἧ ĽḊṔӣי ƙƯźũűƊšỸẴG HĽ ĽƙƯźũűƊ ἐ$ш ἐĽ 7

š Ῠĺ ĺŞĮĲĵᴮὂšỸẴĦōĦĮ!ŬƵƫŦƵ ƑŦƘƬƅƋĶĽὝḀᴮὂĽ

ѕĺ - ĩĳĽŵ:ƃƵŲšỸẴĦōĦĮ! 

ᴮὂ-Ỹ◐-ᴮὂGỸ◐ Ľᴩ HĽŷŦűƭ 

 ᴮὂĶľ ε ĩ ◗εōĶĽńřĚėřŽƅŹƩƵšỸẴĦōĦĮ!ᴮὂĶĽϹłšỸ◐ĺ˒ĦĮ

ḉěεš ĕģķĺὢỸĦ ֿכ Ľ ḉķ Ĭśĺ ĨŚᶼậĚŘĽƗť:Ƌƒƅűě ẇͽἐ☺

ĺķĲĵ ĜĹϹὌṗ ķĹřōĦĮ! ĺ ŵƯƌĽ̚ӼĶЉ ĺ ᶸĶĜĹēẇͽἐĺķĲ

ĵ Љ ĺὶ ṖĦĮẇͽἐœŬƵƫŦƵĶĽœřἨřš⁮ŐĮẇͽἐĚŘĽỸ◐ ḉľ ᶸḽ

ϋᵭĽŹơƧƮ:ŹƩƵšĨŚѾγķőĹřōĦĮ!  

研修参加者の声 

研修前は、現地の状況を聞く時に、原因や、誰に聞いたらいいと思うかなど、スタッフの考えに頼っていた。そうするとスタッフは、自分

の知識・経験から話してしまう。実体のないことをやっていたとわかった。研修を経て、事実を聞こうという意識がでてきた。  

フィールドチームとともに（終了間近の）3年間事業の開始時のことを振り返って、ターニングポイントが見えた。例えば、カウンター

パートから変更の相談があった時に、当時の⽇本チームが「ドナーのルールもあり、変更はできない」と判断し、受け入れなかったこと

が分かった。  

現地スタッフに聴き取りする際に事実質問を使うことによって、現地スタッフも私たちも何がわかっていて、何がわかっていないかと

いうことが明確にできたと思う。「誰が言ったの？いつ？」と聞くようになったことで、地域や国全体ではなく、一人一人の住民にフォーカ

スするようになっていった。  
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 ムラのミライでは子どもが安心して話せる大人を増やそうと、2021年度から子ども支援者を対象に体験セミナー

を実施してきました。近年、放課後児童クラブやこども食堂といった「子どもの居場所」は増加しています。 しかし、 

自治体レベルではそうした支援者への研修はほとんど実施されていません。  そこで、家庭や学校ではない第三の

居場所で子どもたちをサポートする子ども支援者がメタファシリテーション手法を知る機会をつくろうと、このプログ

ラムを企画しました。   

Report3 人材育成および研修生受け入れに係る事業  

「子どもの話を聴く技術」体験プログラム     

事業の背景・概要  

ѻ ѕ ᴘ ĚŘ ᴘ ōĶ  

Ὼ ᾒ ᵓᴱ  

ẇͽἐ ᵓᴱ ĽẪĸőằ̻ἐ  

ӣ   ᶀṙ ŵ:ƙķőĦłƞƫƵƈťŤ‪Ӹṙ S εœĤĦĤĺđřěķĕŁŖĕģƙƯźũ 

    űƊT Љ ẪĸőŷƟ:ƊŻƈ:ŹƩƵ$ĮļķĦĩĞ ∩ҹẬἎγ ẻӣҡγ 

活動内容と成果 

 ƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵ ᴻŽơƌ:ķᵌ ƔŤƬƵŲĺŗŚƗūƯ:Ťƅƙ ĬĦĵˢ⁵Ķő Ὄě

; ĹƠŦűƯƫ:ƍƵŲ ΪšŽƅƊĺĦĮᴮὂƙƯŲƫƢšỸẴĦōĦĮ! ŬƵƫŦƵĽ ᴻ

Žơƌ:ᵭ Žơƌ:šἵᶼĦĮằ̻ἐĺᵅῺĶĽŵơƧƍų:ŹƩƵỎ šƔŤƬƵŲĦ ẪĸőĽ

š ĠĮῺ Ⱦ ĠĹĚĲĮῺ š ĜōĦĮ!ƔŤƬƵŲš ōėĵ ᴻŽơƌ:ĽƟŦƵƊš Ϊ

ĺōķŐ ἵᶼἐěỡ⁬ĽŵơƧƍų:ŹƩƵš‪ř ŚƆ:ƭķĦĵᶀϋĦōĦĮ! 

ẇͽἐĽ∞ 

同僚が子どもに「なぜ？」と聞いた答えが、私が子どもを観察していた答えと異なっていて、「なぜ？」と聞いても理由が出てこないこと

を実感しました。 

受講後、事実質問を試みたものの、話があちらこちらにいってしまっていたのですが、個別フォローアップ時に講師が実践してくれ、一

つのことで深めていく聞き方を理解できました。 

「 が好きなの？」など自分が聞きたいことから離れて、子どもの話したいことから話を聞くことが信頼関係を築くためには大切だと

気づきました。 

不登校や発達凸凹のある子どもと学生ボランティアが遊ぶ場や、その日の活動が終わった後、学生ボランティアにその日の話を聞くと

きに事実で聞くようにしたいです。 

支援者間で、子ども1人1人のことや居場所の方針について、共通理解を積めていないので、大人に対しても事実質問を使えたらと

考えています。  
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期間  2022年6月21日〜2023年3月31日  

場所  青森県三戸郡田子町（たっこまち）  

協力  青森県企画政策部地域活力振興課（事業委託）、青森県三戸郡田子町役場  

事業の背景・概要  

 青森県では2025年以降に予想される超高齢化時代を見据え、「青森県型地域共生社会」の実現を目指して 

います。市町村レベルの活動として、田子町では、田子町型地域共生ケアシステムが運用されています。５つの部会

（住民生活支援部会、障害福祉専門部会、保健医療専門部会、地域福祉専門部会、子ども・ 子育て専門部会）が

あり、各部会は、関連団体から選出された委員、有識者、関連部署の役場職員から構成されています。 伴走支援

開始前の役場職員へのヒアリングで、部会から具体的な地域課題が挙がってこないという事例がいくつか判明し、

まずは部会担当となった役場職員が、地域課題を事実で正確に把握する技術を習得することを目指しました。  

  

市町村による地域共生社会の実現に向けた取組に 

対する伴走支援事業 

（田子町型地域共生ケアシステム構築支援）      

活動内容と成果 

 田子町型地域共生ケアシステム構築事業の担当となった田子町職員に対し、地域課題を的確に把握するため

の技術研修（対面でのメタファシリテーション基礎研修5回、コーチング8回）を実施しました。  

ᴮὂGḹϹķƗť:ƭƋƱ:ű H 

 εĽḹϹᴮὂG ᴘķ ᴘHš ħĵ ỎỸš Ğỷ Ľѯ♦š εĽƗť:ƭƋƱ:űᴮὂĶĬĽ

Ỹ◐šᶺēōĦĮ! ε ĽƗť:ƭƋƱ:űᴮὂG ᴘHĶľ ⁵Ľὡ š ῨĺỎỸĶĬśĭśĽ

S ˞TĺĳēĵĽ δ S⁵ķĽїŞřTĺĳēĵ ʤĨŚŦƵƁƕƧ:šỸẴĦōĦĮ! Ὼ—˭

ϧỡěŦƵƁƕƧ:ĦĮ⁵ĮİšˢĳĽ ₑĺ ķĦ ⁵Ľὡ G HĽS ˞TķS⁵ķ

ĽїŞřTš ʤĨŚ šỞĦōĦĮ!ĢĕĦĵắēḗŎĶľĹĞ ỎỸšƛ:Żĺ š ĞĢķ 

ĬĦĵ ēĮ šїŞŚ⁵ őŞĚŚכĺĨŚĢķG % ₑH ĬĽכķĹĲĮṗ šőķĺ Љ

šᴩ ĦĵēĞ š ᴻĦĵőŘēōĦĮ! 
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 ε ĽƗť:ƭƋƱ:űᴮὂG ᴘHĶľ Ὼ—˭ĚŘ ʼĽđĲĮS᷈ ἐŇĽ ‗ŷ:ƕŻ

ᴳ ĦTšƈ:Ơĺ ųŤƠƏ:źƥ: ⁵ķἎγ ẻӣҡγ—˭Ó⁵ŇĽŦƵƁƕƧ:šỸẴĦ 

ĬĽᴕΌš↔ ĦōĦĮ!ּנĞƗūƯ:ŤƅƙᴮὂG ᴘHĶľ ᴘĽŦƵƁƕƧ:ᴕΌĽĤŘĹŚ

δ┘š ħĵ ‗ŷ:ƕŻᴳ ĦĺĳēĵĽᴩ š▐ēὶĦōĦĮ! 

 

ŵ:ƃƵŲ  

 ᴘĚŘ ᴘōĶĺḀᴁ εĽŵ:ƃƵŲšỸẴĦōĦĮ! ᴘĚŘ ᴘōĶľƗť:ƭƋƱ:űᴮὂ

Ľ‪ř řœ ĳĽ γG ᴜ˛ ẻ╧ γ ὡ −Љằ̻╧ γ Ẫĸő$Ẫ˟ĵằ̻╧

γHĺ ĨŚŵ:ƃƵŲšỸẴĦōĦĮ! ᴘĚŘľ ᷈ ἐŇĽ ‗ŷ:ƕŻᴳ Ħšƈ:Ơ

ĺ ŤƵų:Ɗṥ→Ằ šᶺēōĦĮ!  

研修参加者の声 

● 先進事例地への視察にいく機会があり、事実質問を実践しました。事実質問が出来ないと、なかな

か核心に近づかないことを実感しました。 

● 自己肯定感に配慮しながら事実を聞いていくことは、特定保健指導や相談対応でとても参考になり

ました。 

● 自分自身、普段から思い込みで話をしていることに気づく機会となりました。思い込みではなく、相手

を否定せず、上から目線で高圧的な態度ではなく、相手を尊重し信頼関係を築いた上での傾聴・対

話により、事実を聞いていくこと。このような意識や考え方は、田子町型地域共生ケアシステムの取り

組みに限らず、会議や検討を進める上でもとても重要で、他の事業にも応用できると思いました。 

● これまでは、住民・議員・町長からの意見があった場合、すべてその意見に従わなければならないと

思っていましたが、今後は、具体的な内容を再度、事実で聞き取り、相手の真意も引き出しつつ、業

務として必要か判断していきたいと思います。  
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ムラのミライ主催講座 

メタファシリテーション手法を紹介する セミナー  

メタファシリテーション体験セミナー（オンライン） 
5回開催 のべ56名が参加 
 
職場の問題を解決するためのコミュニケーション講座（オンライン） 
 8回開催 のべ37名が参加 
 
「医療・福祉職のための聞く技術」講座  
3回開催 のべ29名が参加 
 

メタファシリテーション手法の基本技術を学ぶ講座  

メタファシリテーション講座 
ステップ1  10回開催（すべてオンライン） のべ63名が参加 
ステップ2  8回開催（すべてオンライン） のべ26名が参加 
ステップ3  6回開催（すべてオンライン） のべ18名が参加 

ᾬ  

 SƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵTķēĕᾬ ě ᴘ ĠĶ ӓ ĺ ĤśōĦĮ!ĢĽ Ῐ

š ēĮỎԃšỸẴĨŚ ōĮľҘί˒ š ķĦĮᶼҞšᶺĕṔ ῘĽẠ ἐěƢƫĽơƫŦĺ

ᵊ ĤśōĨ! 

 

ƈ:Ơ ᶼḹĽᶼḹ ╚‫ Ľπ◘ 

 ˛ œ ẻᵅῺĶĽŵơƧƍų:ŹƩƵĺעŞŚ⁵ᶆĠĽŽơƌ:ěͽŞřōĦĮ!ōĮᶼậG

ƊƮ:ƌ:HĽơ:ƈťƵŲš ѻĺϋḼĦ ᶼḹ œẰ šӡ $ᴩ ĦĮῲĶ ₭ỖӰṗ

šƬƍƧ:ŤƭĨŚķӡĺ GŗĞđŚỷ ķε HšōķŐōĦĮ! 

 

ᴩ ỆᴻĽϋầ 

 ƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵᴩ šϋầĦōĦĮ!Ὄή ģķĺ ό Ľỉϫšṥ→Ħ Ĭśĭśĺ

ỆᴻG Ҋ ỸҘ ų:Ż ὶHšΞĨĢķĺĦĵēōĨ! 

Report3 人材育成および研修生受け入れに係る事業  

メタファシリテーション手法の普及・人材育成 

2022年度の活動内容と成果 

3級  7回開催 のべ20名が受験 合格者19名 
2級  4回開催 のべ7名が受験 合格者7名 

メタファシリテーション検定 （オンライン） 
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海外への専門家派遣 

キルギス国 チュイ州市場志向型生乳生産プロジェクト（農民組織化）  

ᴘ? ᴘ ĢĽѕĺ εĽ ᶸķŬƵƫŦƵԃ  

ᶼậ ŵƵŷƭƁƵƊ ˢ  

ἧḼ Ṉϋת  ԃ$ ϋוֹ ˢŲƭ:ƙ ƃ:Ƣ 

Ῠἐ Ϭ · 

ϖ  ♯–ͯGƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵᴮὂHĽ ѻ╧ ·ķĦĵ ᴷ!ṩ ōĶĽ→Όš ōė Ϭ
·ě ∆ҘίĽ ҷšנּװ ĺỸẴĶĜŚŗĕĺĨŚĮŐĽᴮὂķẚ♯ŎĳĞřĺὤỎĦōĦĮ! 

 

イラン国住民参加型地域開発コミュニケーション能力向上ワークショップ（応用編）実施業務  

ᴘ? ᴘ s ᾑ ᴘōĶĽķĢŜ ᶸ ặĺŗř ᶟ 

ᶼậ ŵƵŷƭƁƵƊ ᴾᶕẪ 

Ῠἐ ŦƫƵ ԃϋ ₢⁮ῒ ԃᴮӃӰ˟ ҷѾᶣ ᾟ↑Љוֹ ằ̻Ԅ ŦƫƵ ῒ Ậ ỡộш Ѿ ɥ

ϖ  ṩ ỸẴĦĮƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵѯ♦ᴮὂGŬƵƫŦƵHš ōė ᵅ ĶĽ͒ ᴮὂķᵅῺỸ
ὌĽỸẴš ĦĵēōĦĮĮě ᵅ Ľộʸʣͯĺŗř ặķĹřōĦĮ! 

町立奥出雲病院 「メタファシリテーション講座」 

ᴘ? ᴘ 

ᶼậ ҋ  

ẇͽἐ Ṗ ⁫ ŽƵƁ:Ľƃ:ƢƣƵƒ:G˛ậ цᵶậ ųŤƠƏ:źƥ:ĹĸH  

 

（特活）泉京・垂井「揖斐川流域で学ぶローカル・ガバナンス(地域のお作法)発見方法」 

ᴘ G Hr G H 

ᶼậ “  ᴾᶕẪ 

ẇͽἐ ŻƁƅƗ  ϹӰ˭ Ϲ−Ĺĸ   

 

岩手県立大学総合政策学部「インタビュー技法 事実質問で相手の本音を
引き出し、対等な関係を結ぶ 」 

ᴘ G֖H 

ᶼậ ᴾᶕẪ 

ẇͽἐ ѣἪᴱ ϹĽϹ−   

 

三重県立看護大学  「公衆衛生看護学特論 」 

ᴘ GᴘH GᴘH 

ᶼậ ҋ  

ẇͽἐ ẅὫᴱ цᵶ Ϲ Ϲ˵ĽϹ−  

 

JICA国内事業部 「JICA基金(チャレンジ枠)伴走支援」 

ᴘ? ᴘ ĢĽѕĺŵƵŷƭƈťƵŲε 

ᶼậ ҹͮ ͼ 

 

（株）電通 「1on1MTGが変わる！-本音を見つける対話術-  」 

ᴘ  

ᶼậ ҹͮ ͼ 

国内での専門家派遣 
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JICA中南米部 「ムラのミライによる国内課題解決に向けた取り組み 」 

ᴘ  

ᶼậ ᴾᶕẪ 

ẇͽἐ ŻƁƅƗ ї ŻƁƅƗ   

 

子どもの権利条約フォーラム2022in那覇/沖縄 
『子どもと信頼関係を築いていく』聴き方 子どもの話を聴く技術体験セミナー」 

ᴘ  

ᶼậ ᴾᶕẪ 

ẇͽἐ Ɨū:ƫƢẇͽἐ   

 

比治山大学現代文化学部マスコミュニケーション学科 「事実に基づくアプローチ メタファシリテーション入門 」 

ᴘ   

ᶼậ Ẉ͞  

ẇͽἐ ộẈ ϹĽϹ−   

 

立命館大学  「国際協力現場で生まれた方法論を日本で 」 

ᴘ  

ᶼậ ᴾᶕẪ 

ẇͽἐ њ ϹĽϹ−   

 

（株）日本総合研究所（厚生労働省受託事業） 
「メタファシリテーション体験セミナー 行動変容に役立つ聞く技術のご紹介」 

ᴘ  

ᶼậ ҋ  ҹͮ ͼ  

ẇͽἐ ỡộ ĶᴜᶕẰ šỸẴĤśĵēŚ   

 

（公財）コープともしびボランティア振興財団 「子どもの話を聴く 技術 」体験会  
 ᴘ  

ᶼậ ᴾᶕẪ Ẉ͞  

ẇͽἐ ŵ:ƙķőĦłƞƫƵƈťŤ‪Ӹṙ Ľᾝ→ Ῠ їגἐ  

 

（特活）おーでらす 「メタファシリテーション・フィールドワーク（福島県天栄村湯本集落）」 

ᴘ ĚŘ  

ᶼậ “  

ẇͽἐ ę:ĶŘĨŻƁƅƗ  
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会計報告/組織運営 

科目 金 額 

Ⅰ経常収益 

1. 受取会費 

正会費 

2. 受取寄付金 

個人 

企業・団体 

3. 受取助成金等 

受取民間助成金 

受取国庫補助金 

4. 事業収益 

自主事業収益 

JICA受託事業収益 

5. その他収益 

受取利息 

雑収益 

為替差益 

 

407,000 

407,000 

1,234,064 

1,214,064 

20,000 

43,064,889 

3,478,000 

39,586,889 

22,306,254 

8,957,112 

13,349,142 

123,060 

231 

1,000 

975,514 

経常収益計 67,988,952 

Ⅱ経常費用 

1. 事業費 

(1)人件費 

給与手当 

法定福利費 

福利厚生費 

役員報酬 

(2)その他経費 

 

 

26,039,795 

23,020,845 

2,935,971 

82,979 

0 

41,953,603 

事業費計 75,819,567 

2.  管理費 

(1)人件費 

給与手当 

法定福利費 

福利厚生費 

役員報酬 

(2)その他経費 

 

965,216 

845,776 

117,573 

1,867 

0 

791,182 

管理費計 1,756,398 

経常費用計 69,749,796 

当期正味財産増減額 

前期繰越正味財産額 

次期繰越正味財産額 

ÿ1,760,844 

18,513,815 

16,752,971 

̙活動計算書（2023年3月31日現在） （単位：円） 

科 目 金 額  

Ⅰ 資産の部    

1. 流動資産    

(1) 現預金 20,153,976   

(2)未収金 3,001,206   

(3)棚卸資産 1,058,236   

(4)仮払金 0   

流動資産合計  24,213,418  

2．固定資産    

(1)有形固定資産    

什器備品 0   

有形固定資産 0   

(2)その他資金    

保証金 281,811   

その他資金計 281,811   

固定資産合計  281,811  

資産合計   24,495,229 

Ⅱ負債の部    

1．流動負債    

(1)未払金 2,767,138   

(2)未払消費税 408,000   

(3)未払法人税等 82,000   

(4)預り金 110,120   

流動負債合計  3,367,258  

2．固定負債    

(1)長期借入金 4,375,000   

  4,375,000  

負債合計   7,742,258 

Ⅲ正味財産の部    

前期繰越正味財産  18,513,815  

当期正味財産増減  ÿ1,760,844  

正味財産合計   16,752,971 

負債及び正味財産合計   24,495,229 

þ貸借対照表（2023年3月31日現在）      （単位：円） 

 

þ会員、サポーター、ご寄付  

正会員    37名 

年間サポーター   52名 

マンスリーサポーター  43名 

ご寄付    23件（古本リサイクル・書き損じハガキ含む）  
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þ職員  ＊記載は入職順。2022年度の役職名と勤務形態を記載 

和田信明  海外事業統括/テレワーク（京都府） 

原康子  研修事業チーフ/テレワーク（京都府） 

前川香子  海外事業チーフ/テレワーク（愛知県）  2022年9月 育児休業より復職  

宮下和佳  専務理事/テレワーク（和歌山県） 

山岡美翔  理事、事務局長代行/テレワーク（兵庫県）  

菊地綾乃  海外事業コーディネーター/セネガル駐在 

平野貴大  事業コーディネーター/テレワーク（青森県） 

ジョップ素子 海外事業アシスタント/セネガル現地採用 

þ役員  ＊記載は職位・50音順。2022年度の役職名と所属を記載 

中田豊一 代表理事/参加型開発研究所 所長 

山田貴敏 副代表理事/（株）笠原木材 代表取締役社長 

宮下和佳 専務理事/（特活）ムラのミライ 職員 

久保田絢 理事/（特活）ムラのミライ コミュニケーション・ディレクター 

小森忠良 理事/岐阜市議会議員 

安野修 理事/合同会社グラスルーツ・エキスパーツ 代表社員  

山岡美翔 理事/（特活）ムラのミライ 職員 

和田美穂 理事/社会福祉士 

岡本眞弘 監事/税理士法人岡本会計事務所 代表社員 

河合将生 監事/NPO組織基盤強化コンサルタント office musubime 代表  

þ理事会の開催概要  

第95回 2022年5月15日 2021年度事業報告・決算・監査報告、2022年度事業計画・予算 

第96回 2022年9月17日 中期方針、上半期事業報告および下半期活動計画 

第97回 2023年3月25日 2022年度決算見込みと2023年度予算の仮執行、中期方針・計画  

þ外部委員会等への派遣 

原康子  環境再生保全機構 地球環境基金助成専門委員会審査分科会委員  

 

þ２０２2年度の組織運営 

 ƢƫĽơƫŦķĦĵľ ŅřķĹŚ ѻ ⁯$ᴁΪšṭ ĦōĦĮ!ĢĽѕ ƢƫĽơ

ƫŦĽỎԃœ̘̓ĺƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵ ƊƮ:ƌ:ķĦĵ ŻƁƅƗķĦĵ Ỏ

œхỎķĦĵ ӣ ĽŭŨƵƁ:Ɠ:ƊķĦĵ ╗їŞĲĵĜĮ⁵Įİě •ķĹř 

Љ šńřĚėŚ Ķҡ š‰Ő Ὕ ĨŚĢķěĶĜōĦĮ!  
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Plan ムラのミライ 30周年の節目を迎えて 

中期活動方針・中期活動計画 
 （2023年度〜2025年度）  

 文責＝原康子 （ムラのミライ事業統括）、宮下和佳（ムラのミライ専務理事） 

Ṉת  уӨ   ⁵ѕ ̘ Ỹᵅ Ằ ѕ +

ѻЉ ⁯  

 ᵅṖ ᵭὸ τϑ Љ н   Ḁ Ὼᾒ ӣ

ꞈἪ ֥ τϑ Љ ⁯ ѻЉ ⁯

ι ᴑ ắ  

 ѕ + Љ Ἧ Ἧ τϑ Љ

ỗ ⅎ Ẫ ἣἐ ἧ ˞ ỉᵃ ˓ổ Љ

ᾃу ẚ♯ ⱦ ὶ ά ᶳ  

 

 Ἧ Љ ˀͮ ᷆  

⁵ +  

Ѿγ +  

Ỗѕ Ὼ  

日本での3つの中期活動方針  

 ╚ ᴈ Ḛᵭ Ἢ

Ἢ Ṉת уӨ   ⁵ѕ ̘ Ỹᵅ Ằ

Љ נּ ⁵ṗ ˟→ ᶺ ˀͮ ѕ τϑ  

ѻЉ ⁯ ᴁΪ  
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 ῲ ѻ ᾬ Ṉ ᶼḹ

Ӱṗ ᴩ Ệᴻ ӆ ӆ →ᴮὂ ᾈ ⁮

∆ϯ ⁵ + уӨ Я→

Ϲ ᵊ ⁵

∙ˢ Ẽ ѕ +

 

 → ᴮὂ Ỹ

ᴮὂ ὶ ┤Ԇ ỡộ ӣ Ỏԃ ỸẴ ᵅṖ

Ỹ Ằ Ѿγ ṥ ˞ ӣ ᵌ⁵

+ Ӱṗ ὢỸ  

 ῲҊ ⁵ פֿ ⁵

ᶅ + ᴻ ͽ Ẽ

Ἠ ♯ ᴻ Ϊ ͭ∞ Ạ “ ┤Ԇ ᶺ

Ѿγ ṥ  

 Ạ ֽ Ỗѕ

פֿ ⁵ ᶂΌ ᴩῥ ῲ

ᴮὂ Ỏԃ ὶγ ⁵

Ϲ ⁵ Ầ ᵧ

Ḁ Ὼ ṥ  

海外での活動方針  

 τϑ Љ ầ ᾃуי ԃ Ỹ◐ Ὼ ↔

ᾃуי ԃ ҷ נּװ ϫ וֹ ἣἐ ӣ Ỏԃ Љ ᶺ

 

 ˢᾗ Љ וֹ ᴮὂ Ϲ

Љ ☺וֹ ₣ ☺ᴁΪ ầ וֹ ỉᵃ ᵗЊ +

ⅎ ẙ ᴁΪ  

 ᾴ וֹ ầ Ệ ˞ ỉᵃ ˓ổ

Љ ᾃу ẚ♯ ⱦ ὶ וֹ Љ

; Ỏԃ҉‫ ᾈ נּ  

 ˀϑ Ḋ Љ ї ῲὸ Ḁ ⁵ṗ˟→ ≠ ͒ ӣ Ỏ

ԃ ᶺ  
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 ᴘˀ᷅ Ỏԃ τϑ ѻЉ ᴁΪ ᴩ ầ  

⅝ ỸẴ Ỏԃ ӡ ┘ Ξ

ὶ ỗ Љ ᴁΪ Ỗѕ ὣ ổ ᵅ 

˺ ᴩ Љ ᴁΪ ˢ

ᴁΪ ѻЉ ᴁΪ

ᴾṗ טּ Ӑ ᴾṗ ỗ ῧὸ  

 ☺˭ ͇Ϸ γ Ѿγ   Ỗѕ Ỗѕ Ỗѕ ֜╕

Ḁ Ὣ ᾶ⁵₲ ᴻת ӡ Ξ ┘

Ḁ Ỹе  

 

 ᴾṗ ѻЉ ᴁΪ ᴾṗ

͵ ↑

ᵈ и ϴ Ὕ ᶺ

ᶼḹ ₲ ᵊ ₲

ӣ  

 ѻ ⁯ ϧỡ ͵

ˢ⁵ˢ⁵ ‪ ṥ ῲ

ᶓ ᶰ ḗ ↑

Ὕ Ⱶ  

中期活動計画 
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 ѻЉ ᴁΪˢ ᴳ ͵ ї

ῲ כ ᾶ ΣӋ ᴻת

צּ ┘ Ỗѕ ᵅ  ủ  

 

 ֥ ͵ Ḋ

ầ ḙ ѕ Ḋ ϑ Ϲ

⁵ ₲ ӣ ⁵

ỎỸ  

 Ḿᾑ ᵭ Ῠ Ỏԃ

Ỹ◐ Ỹ◐

ӣ ͵ Ỗש

Ệ  

  Ὼᾒ ᷆  
         

ῲ ѻ ͮ ѻ ῲ ѻ ͮ ѻ ῲ ѻ ͮ ѻ 

ėŘśŚ⁵

š+œĨ 

τϑ

ӡ  

ƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵ Ɗ

Ʈ:ƌ: →Yӣ ỎԃĽʼᴙ

 →כ

ƙƯŲƫ

Ƣṥ→ 
ỸẴ         

ƣƁƗţŹƬƈ:ŹƩƵᴩ  ỸẴ           

 
Ẫĸőằ̻ἐķĽӣ ᴮὂ   ӣנּ  Ỏԃ       

ᴜᶕĴĞř╧ —ķĽӣ              

τϑ 

ŽƏŮƭƙƯźũűƊ 

Ɨũ:ż

ỸẴ 

Ɨũ:ż

ᾈ  

  
Ɨũ:ż

ỸẴ 
      

ὡ ἧ $→כƙƯźũűƊי

ỸẴĶĜŚ⁵Ľ˟→ 
  ′≠ᾈ  ỸẴ   ỸẴ   

⅝ Ľτϑ ὶ Ħ 

ỉ֖  

  ḱ   ỸẴ   

ĲĵőŘĕ

Ѿγš+œĨ 

τϑ

ӡ  

ἧḼᶼḹ$ ᴻŽơƌ: ỸẴ       

ỸẴ 

sἧḼ₲

ľᵂᾶ 

  

Ỏԃ ḉγ ỸẴ           

 
Ẫĸőằ̻ἐᶆĠ 

Ӱṗ Ϊ

ķᾙ┬ὶ

 

  Ӱṗ Ϊ   Ӱṗ Ϊ   

ᴮὂƓƅų:ź῝β ỸẴ           

τϑ 

ὡ ἧ $→כƙƯźũűƊי

ỸẴἪ Ľ῝βGᶼḹ$ ḉ

γH 

ỸẴ   ỸẴ   ỸẴ   

ὡ ἧ $→כƙƯźũűƊי

ỸẴἪ ĽӰṗᾙ┬ 
ỸẴ           

š Ğ τϑ

ӡ  

ŬƵƫŦƵŷƯƵ ỸẴ   ỸẴ   ỸẴ   

ΣӋĽᴮὂẇͽἐ ӣ ἐĚŘ

ƢƫĽơƫŦβ ᵭĽ ͯ Ĝ

Ἠř 

ỸẴ   ỸẴ   ỸẴ   

日本・海外での３年間（2023年度〜2025年度）の中期計画一覧  
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 Ḛᵭ ỸẴ τϑ ὡ ἧ Ỏԃ

Ỏ ♬ Ỹ◐

ᵈ  

 

* ♬ ᶣ ḣḰ Ξ ┘ ᶺ ᴁΪ ṭ ỸẴ

ͻ  

 

 ỎỸ ḣḰ Ξ ┘ ᶺ

Ἢ ͵ Ḛᵭ

ᴁΪ ṭ ѕ ᶳ  

 

 ˀ᷅ ☺˭ Ṗ ԋ ᵅ  ͯ

Ḛᵭ ѕ ӡ ┘ ᶺ ᴁΪ ṭ Ṕ

₲⁵ ỸṔ γ Ѿγ ѻ ṥ  

 

 ắ ˀ᷅ ╪꜠ ‰Ḉ + ҁᵽ

Ẽ ˀῲ ╣ ᴳ ᵅ  ϯỸ↑ ᷈

 Ӳͮ ῧṐ ѻЉ ᴁΪ ṭ ֩ ╪

Ẽ ΣӋ ᴻת ┘ ỎỸ ὶ Ὼ Ὼ Ḿ

Ỹᶺ Ủ ◑   ΣӋ ᴻת ‪ ┘

Ỗ ᶺ נּ ᵅ  Ḿ ᾐ ᴳὶ ѕ ắ

 

 

נּ  ῲҊ ѻ ⁯ Љ ᴁΪ Ỹᵅ ♯–̘̓ ὸ  

目指したい組織 

 ϑ ѕ ᴽҁ ϻ ι Љ Ὕ   ổּנ ♯–̘̓  

 

 ѻ

Љ ϋ Ϲ →Ό ӡ

כ–♯ Ằ ᾒּכ Ҍ

ԃ ỡ ↑ ᷈ ϧ +  



 19 ムラのミライ Report & News Oct. 2023 

 

ѕ כ ẚ♯ Ệᶺ ṭ ֥

Ỏԃ ₲ ♯ ѪΪ ʼ ỉ֖ Ỏԃ ʼἐҷ

Ỏԃ Ἢ ╗ᵣ ᵊ

ʼ ẇΪ ◗ ҷ Ằ

Ϲ Ὼ ╗ᵣ + ͽ ϧỎԃ ´ԋ

ẇΪ Ѿγ +  

 

 ᵅ  ԃ ᾿ Ṓ ᴪ ͯ ˋắᴒ  

ᾶ₲ Ἢ ☺ ῾ ӡ ⅝ ᴩ

ổ ˢ е ᴑ ї ⁵ ‫ ї ⁵

☺ ת ᴳ ʼ    

 ᾑ ᵌ Ỏԃ ԃ ᾿ Ṓ ᴪ ᴒ ϯ

Ṑ ᴩ ˋắᴒ    

 

 ҉ ᴳ ḽ ὂ↔ ᵌ Ỏԃ Ỏ Ỏ᷆ ᴩ

Ԅ ᵂ  

 ˢ ϧỎԃ Ἢ ᴳ ᴻת Ỗגּ ӡ

῾ ӡ ӡ Ạ ↔

 

 

 ˀῲ Ủכ ᴒṒ  

҉ ḉᾙ ṥ→ ϯͯ Ἠ ♯

Ỏԃ ῲ Ỗѻ ⁵ᴙ ɋ ỡἧỎԃἽ Ἠ ♯  
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 ᵅ ˢ ḽᶣ→ כ ϧỎԃ Ⱳ ᶅ

ṥ→ Љ Ỹ┴ ᴮὂ Ӱṗ כ

Ḁ → Ἵ̫ ᶆῲ  

 

 ỉ֖ Ỏԃ ɋỡἧỎԃ ᶼḹ Ἵ ɌỎԃἵ

Ἵ ɍᾝ→֖ ♯ Ḁ ₲ ˂ ỉ֖ ᴁΪ Ỹᶺ Ỏԃ

ῲ Ỗѻ ⁵ᴙ ɋ ỡἧỎԃἽ Ἠ ♯  

 

☺˭ Ṗ ԋ ѝ Ỏ ᾒ Ṗ ᴩ

ᾑ ї ⁵ ᴄᵂ

ˍ כ Ḛᵭ Ḋ ͒ ϧỎԃ Љ

• ͵ ӏ ╚ ᴩ  

 

 ѻЉ ⁯ ᴁΪ ͮ ѻ ᴳ

ᴩῥ ỗ ѕ ⁯ ᴁΪ ṭ  
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中期活動方針・計画に着手した経緯  

ѻЉ ⁯ ᴁΪ  

 ѻ Љ ⁯ ᾑ Ỗ Ỏ “ ữ

⁵ ˀ᷅ ᵅṖ ṭ ᵭ ͵ ᵅṖ

ѻЉ ⁯ṭ ↑ Ởḭ Ἢ

 

 Љ Ừ ῝β

Ϊ ⅝ṥ נּ ῝β Ϊ ⅝ṥ

Ṕ Ϊ⅝ṥ Ỏ Ḛᵭ ᶆ↑ їגἐ ϯ

Ằ Ỗ ᵅ Ỏ ˢ

Ἢ Ẽ ᴾ π ᶳ

Ỗѻ Ӫ е ẇῐ ᴘ

 

 ╚ Ἶ ᴈ ╜ ѻЉ ⁯ כ Ḛ

ᵭ ᵈᵴͯ ᵈ  

 

 Ḿᵭ ѻ Љ ⁯ ὶ ‪

Ẽ Ⱶˀῲ ҉ Ḋ Љ ᶓ ᷈ ї•

ổ ἵ ặ ἵ Ẽ ỡ⁬ Ḋ Љ ᶓ ᴘ  

 Ỏ ᾒ ѳ ᴱ᷈ẈẬ ᵓᴱ∩ҹẬ ˒ ϧỡ

ͯ Γ Ṗ ԋ ѯ Љ כ ˒ᶺ

 

 

 ᴘ Ỹỷ ͯ Ἶ ᴈ ᴦʼ

ѻЉ ⁯ ṭ ˀ᷅ ѕ Љ ╣ᾏ˂ Љ

ϯ ᴘ ᴘ ѻ ⁯ ᴘ ᴘ

ѻᴁΪ ṭ  

 

ѻ ⁯ ї Ẽ  

˔ת  Ṕ ѻ ⁯ Ẽ ắ

ѻ ⁯ ◗ ᵅ Љ ḣг ⱦ ῲ

Ἢ ⱦầἐ ṥ  

 Ẽ ѕ Ỏԃ ̘̓

Ỏ хỎ ӣ ╗ї ἐ  

╗ Ϲ Ѿγ Ẽ Ϲ

כֿ ⁵ Ѿγ + ꞈἪ Љ

ḊṔӣ ˛ ẻ ⁵Ỏ −ẏш Ӱ˟ ѳפֿ

ᶂ↑ Ẽ ϯ“

ᶂ↑ םͪ אּ Ỹ Ἢ

Ἢ Ẽ  
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Ỹ◐  

 Ἢ ᾑ Ẽ פֿ Ἢ ằ̻ Ἢ ắ

Ἢ Ẽ Ἢ Ỹ◐ἐ Ỹ◐ ỡ

⁬֕ ⁵ Ẫ ⁵ ἧ ᴕΌ ⁬

֕ ⁵ їג ϻ π ҁ  

 

 

Ỹ◐ Ẽ ỡ⁬ ỡ כֿ їג↑ ; םͪ

Ἢỡ⁬ ˋ δ Ẽ ỡ⁬ ϻ Ἢ

π ҁ  

 

 ắ ⅎφ ₲ὣ ѕ Ἆγ Ḿᾴ ˂ מּ· ᵌ⁵ͯ ᵑ

Ἆγ ᵑ Ἆγ ṽ ѳפֿ Ⱳפֿ Ξ ◗

Ϲ Ẽ Ξ Ṑ ͯ ┘ ⁵

Ἢ ҷΣ ѕ ʸ•е ổ  
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Ξ δᴒ Ỏἐ ˂  

 ѻЉ ⁯ ᴩ Ẽ Ӑ δᴒ ἎγΞ ₲

╗ ѕ╗ ї Ξ Ӑ ˀͮ  

ᵑ Ẫ˟ ӡ ˟  

· Ѫԃ ☺ δΉ 

˞ὡ ἧ ˛ ẻ Ỹᵅ 

ḛӄ ⁵ ἣἐ ᾟ↑ ᷈ ἐ Ẫ ӌῺᾒ  

˞ὡ ỡ◦ỉᵃ ổּנ ˓ổш  

Ξ Ҍ ᵅῺ ↓ṭכ→  

 ӡ η Ή ѬѾ Ῠ һᴍ Ἆγ ͯ

↓ộ ⅝ ⁵ ˋủ ᵅỸ

ˋủ ᵅỸ − Ξ ᴒ ⁵כֿ

Ỏ ϑ ἐ ї ˂ פֿ Ẽ ỡ⁬ Ỏἐ  

 

 Ξ δᴒ ˂ Ạ

Ἢ ӓ ỡ Ỏἐ Ⱶ ắ ḗ ꞈἪ ỡ

ѕ ӡ Ξ δᴒ ẚ♯  

 

 ỗ ỗ ὓ ѬѾ ϫḰ ᵑ ᵌ⁵  Ӳ ᵌ⁵ ᵌ⁵

‫ ъ ổ ϧỡ Ἴ ˢ ˢ ắ ḗ ѕ ˢᾗ δ

ᵌ⁵ ổ ▒Ṗ Ḿ ᵊ ˰ ὶ Ḁ Ằ  

 

 η ̓ ḽ− ḽ Ҟ ⁵ ⁵

ױ ˂ н   ˀͮ

ὸ  

н   

⁵ Ṉת уӨ   ⁵ѕ ̘ Ỹᵅ

˞ ỉᵃ ˓ổ Љ ᾃу ẚ♯ ⱦ ὶ

−Љ ᵅῺ Љ ᶣ Ỹᵅ ⁵ṗ ˟→ ᶺ  

 

 ὸ ỉᵃ ỡ◦ỉᵃ ᵊ Ἆγỉᵃ ѝ הּ Ỹᵅ

ᶆ ᶳ  

  

Ẽ ᵦὣͭᾏ 

ΐḀᾳ− ң ʳ Ҵ ʲ ♬Ẫ ᴾᶕẪ ҋ  

◗╩᷇Ẫ ῆ̎ả ҹͮ ͼ Ẉ͞ Ẫ  
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ムラのミライについて 

コミュニティに「ある」ものを 

引き出し、課題解決を促す 
そこで、住民との対話を通じてコミュニティに「ある」

もの＝彼らの持つ経験や知識を引き出し、住民自身に 

よる課題分析・解決を促す「メタファシリテーション」

手法を開発。徹底的に住民主体にこだわり、インド、 

ネパール、セネガルで、コミュニティが資源を維持、 

活用、循環させる仕組みや暮らし方を創り出すための 

プロジェクトを実施してきました。 

「ない」ことは本当の問題なのか？ 
認定NPO法人ムラのミライは、1993年に岐阜県高山市

で設立されました。設立当初は「インド山村部の貧困層

を助けよう」と、識字教室や収入向上活動など、 

「ない」ものを投入する支援から始まりました。 

しかし、さまざまな活動を経て、都市化と市場経済化の

進展がコミュニティとコミュニティの維持してきた自然

資源やセーフティネットを衰退させ、多くの社会課題を

生んでいること、それが海外・日本に共通する構造で 

あることに気づきました。 

地域づくりで、医療で、子育てで 
「̔̔がないから、××ができない」という思い込みを

ひっくり返し、住民を本気で課題解決に向かわせる力を

持つと、高い評価を受けるようになったメタファシリ

テーション手法。この手法を書籍やセミナー・研修で 

伝え、住民の行動変化を促すスキルを持つファシリテー

ターを育成してきました。国際協力分野だけではなく、

日本国内での地域づくりや、医療・福祉、子育てといっ

た分野で実践する人が増えつつあります。 

ご寄付やサポーターを募集しています 
ムラのミライはこれからも、日本と海外の地域コミュニティで、より多くの人がメタファシリテーションを使って、その地域の

人々が選び取る未来を実現していくお手伝いをしていきます。具体的には、 

 

-日本・海外でプロジェクトの段階に応じた研修やフィールドワーク型研修を企画・開催していきます 

-メタファシリテーションの事例やQ&Aを蓄積し、ブログや書籍で発信していきます 

-国内外のより多くの人々に講座を届けるため、ムラのミライ認定メタファシリテーション・トレーナーを養成していきます 

-若い世代に安価に講座を受講してもらうための仕組みをつくります  

 

ぜひ会員・サポーターになって、メタファシリテーションの進化・広がりを応援してください！  

あなたの毎月のサポートがファシリテーターを育てます。 

 

ご寄付・サポーターお申し込みはこちらから： https://muranomirai.org/support/  


